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九
歳
に
し
て
放
津
遥

笑

軍

学
葦

命
(
謂

節
氏
)

の
後
t

武
昌
に
至
り
'
郭
泰
棋
経
営
す
る
所
の
外
聞
語
専
門
畢
校
に
入
畢

せ
L
も
'
居
る
こ
と
歳
飴
に
し
て
北
京
に
乗
る
｡
時
に
櫨
に
十
五

歳
な
-
｡
最
初
は
北
京
大
挙
濠
科
に
あ
-
て
講
義
を
傍
聴
せ
L
も

学
年
に
し
て
正
式
畢
生
と
し
て
入
挙
｡
譲
科
卒
業
後
'
本
科
法
律

科
に
入
拳
｡
時
に
五
四
運
動
始
め
て
同
大
拳
固
文
科
'
哲
単
科
方

面
よ
-
起
-
'
法
律
科
は
未
だ
そ
の
影
響
を
受
-
る
に
室
ら
ざ
少

し
も
'
該
運
動
の
後
'
新
文
化
運
動
新
た
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捷
咽
せ
ら
る
1
に
至

-
､
陶
氏
亦
そ
の
影
響
を
受
け
た
-
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こ
の
間
に
あ
-
て
陶
氏
は

法
律
哲
拳
の
研
究
に
従
事
し
た
れ
ど
も
'
常
時
の
法
律
拳
の
講
義

な
る
も
の
は
単
な
る
法
律
の
偉
文
の
解
鐸
た
る
に
過
ぎ
ず
'
青
年

.
畢
徒
の
畢
究
的
欲
望
を
満
た
す
に
足
ら
ざ
-
し
か
ば
'
陶
氏
は
'

法
律
拳
も
そ
の
根
底
に
於
て
は
雷
然
敢
倉
科
拳
の
領
鎗
に
ま
で
研

究
の
範
囲
を
顔
張
せ
ざ
る
べ
か
ら
す
と
の
見
解
の
も
と
に
'
社
食

畢
'
唯
物
史
観
等
の
講
義
を
な
す
+(
-
'
雷
局
に
歎
厨
す
る
等
'

常
時
に
於
て
巳
に
急
進
的
畢
究
態
度
を
有
し
た
り
｡
然
れ
ど
も
未

だ
紅
倉
運
動
に
は
参
輿
す
る
に
は
垂
ら
ざ
-
き
｡

北
大
に
畢
ぶ
こ
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七
年
'
民
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大
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卒
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後
'
安
慶

法
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門
畢
校
教
授
と
な
-
L
も
'
民
国
十
三
年
､
商
務
印
書
館

た
招
拷
さ
れ
､
編
韓
に
雷
る
と
共
に
'
専
ら
融
合
拳
を
究
め
､
宗

法
を
以
て
支
部
の
親
展
稽
承
制
度
を
詮
明
し
'
数
籍
の
論
文
を
牽

表
せ
り
｡
民
国
十
四
年
五
井
事
件
の
後
'
陶
氏
は
そ
の
刺
戟
に
よ

-
漸
-
融
合
運
動
と
革
命
運
動
と
に
接
近
L
t
難
詰
｢
硯
代
評
論
｣

を
主
編
し
て
労
資
問
額
を
論
じ
常
用
の
忌
詩
に
燭
る
1
事
さ
へ
生

じ
た
り
｡

民
図
十
六
年
'
北
伐
軍
武
昌
に
至
れ
る
時
､
陶
氏
は
中
央
軍
官

尊
校
武
漢
分
校
政
治
教
官
た
る
穿
'
上
海
の
壁
南
.
復
且
等
の
緒

大
挙
に
教
鞭
を
取
れ
-
.
陶
氏
は
そ
の
家
庭
'
四
周
の
環
境
よ
り

し
て

｢
済
顔
扶
傾
｣
の
念
素
よ
-
強
L
と
錐
も
'
只
事
命
運
動
に

封
し
て
は
所
謂
紳
士
的
態
度
を
以
て
之
に
臨
む
の
み
に
し
て
'
搾

-
民
衆
と
は
接
近
す
る
能
は
ず
'
登
っ
て
武
漢
に
至
る
の
後
も
'

概
ね
奮
友
と
は
反
封
の
立
場
に
立
ち
'
金
-
孤
猫
の
環
境
に
置
か

れ
た
り
｡
そ
の
後
武
漢
政
府
没
落
L
t
江
西
省
真
部
の
趣
を
受
け

て
江
西
に
室
-
L
も
'
亦
省
真
部
改
組
せ
ら
れ
た
れ
ば
､陶
氏
愈
モ

困
窮
に
陥
れ
-
0

該
地
に
居
る
こ
と
数
年
二

二
二
朋
友
の
中
央
真
部
へ
の
紹
介
に

よ
-
て
南
京
軍
官
畢
校
教
官
と
な
-
L
も
'
ま
た
七
八
ケ
月
に
し

て
こ
上
を
去
-
'
上
海
に
至
り
て
再
び
文
士
生
活
に
返
-
'
町
志

と
共
に

｢
新
生
命
月
刊
｣
の
編
韓
に
雷
れ
少

0
陶
民
は
中
開
配
合

史
方
面
の
撰
述
を
'
奨
仲
雲
は
囲
際
政
治
の
著
述
を
捨
任
し
｣
蔭

85
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孟
武
些

二
民
主
義
の
理
論
を
解
明
す
る
に
努
め
た
り
.

民
図
十
八
年
の
頃
よ
-
支
部
に
於
て
は
'
支
部
融
合
の
本
質
に

関
す
る
論
争
盛
に
繰
-
返
さ
れ
'

1
派
の
者
は
支
部
融
合
を
以
て

封
建
配
合
な
-
と
認
定
せ
る
に
封
L
t

1
派
の
者
は
資
本
主
義
社

食
な
-
と
主
張
し
て
互
に
譲
ら
ず
'
支
部
畢
界
は
と
み
に
活
気
を

量
す
る
に
至
れ
ク
｡
こ
の
間
題
に
封
L
t
陶
氏
は
即
ち
支
部
に
藤

て
は
資
本
主
義
偽
性
未
だ
牽
達
せ
ず
'
封
建
勢
力
的
ほ
存
在
せ
-

と
て
所
謂
折
衷
主
義
的
立
場
を
と
-
'
且
叉
支
部
融
合
特
有
の
支

配
階
級
と
し
て
'
士
大
夫
階
級
な
る
も
の
1

'
存
在
を
指
摘
し
'

満
目
の
観
鮎
よ
-
支
那
融
合
を
分
析
せ
-
｡
か
･̂

る
喝
創
的
見
解

に
砂
か
ら
ぬ
理
論
的
追
随
者
を
見
出
し
'
氏
の
主
宰
せ
る
新
生
命

月
刊
の
下
に
集
れ
る
此
等
の
追
随
者
は
塵
て
論
壇
に
於
て

1
派
を

形
成
せ
-
｡
か
･J
る
関
係
よ
り
氏
が
代
表
せ
る
こ
の
理
論
家
群
は

普
通

｢
新
生
命
派
｣
と
栴
せ
ら
る
1

に
至
れ
-
｡
か
-
し
て
新
生

命
月
刊
に
よ
り
て

1
時
に
名
馨
を
博
せ
る
陶
氏
は
民
国
十
七
年
よ

-
'
十
九
年
ま
で
こ
れ
が
編
韓
に
雷
-
L
も
'
十
九
年
こ
の
雑
誌

の
廃
刊
と
共
に
民
図
二
十
年
再
び
教
壇
に
返
-
喚
き
'
上
年
年
は

南
京
中
央
大
挙
に
於
て
中
開
政
治
史
を
講
じ
､
下
年
年
は
北
京
大

挙
に
於
て
講
壇
に
立
つ
こ
と
1
な
れ
-
O

氏
の
北
平
に
乗
る
や
'
只
管
畢
術
の
研
究
を
の
み
意
固
せ
L
が

北
平
に
凍
れ
る
直
後
'
所
謂
九

1
八
事
件
に
遭
遇
し
て
民
族
運
動

の
鏑
沈
せ
る
を
痛
感
し
.'
思
想
上
に
於
で
も
大
衝
撃
を
受
け
急
角

度
の
持
換
を
な
し
て
､
こ
1
に
民
族
運
動
に
参
加
す
る
に
至
-
た

れ
ば
革
命
思
想
も
自
ら
滑
失
せ
-
0

最
近
氏
が
特
に
意
を
注
げ
る
研
究
は
支
部
経
済
資
料
の
蒐
集
に

し
て
'
氏
は
具
鰹
的
社
食
現
象
は
充
分
な
る
歴
史
的
材
料
あ
る
に

非
ざ
れ
ば
詮
明
す
る
能
は
ず
と
の
見
解
の
も
と
に
敢
合
形
態
も
亦

各
種
の
配
合
現
象
の
内
部
的
連
繋
に
よ
-
て
始
め
て
断
定
し
う
る

も
の
に
し
て
歴
史
を
了
解
せ
ざ
れ
ば
硯
敢
昏
形
態
を
判
断
す
る
能

は
ず
と
な
し
'
展
開
二
十
年
以
東
分
析
的
研
究
と
共
に
ま
た
史
料

の
捜
索
に
従
事
L
t
食
貨
年
月
刊
も
亦
か
1
る
情
形
の
も
と
に
畿

刊
せ
ら
る
1
に
至
-
'
同
二
十
三
年
十
二
月
始
め
て
そ
の
創
刊
牧

を
出
し
て
畢
鼎
に
間
ふ
こ
と
1
な
れ
-
0

硯
に
氏
は
北
京
大
草
政
治
畢
系
の
教
授
に
し
て
'
中
国
政
治
思

想
史
'
中
国
融
合
史
の
二
科
目
を
揖
雷
L
t
現
在
支
部
に
於
け
る

政
治
'
経
酵
'
配
合
史
に

於
け
る

7
の
大
家
た
-
と
い
ふ
べ
し
.

【
本
稿
私
事
す
る
に
常
り
て
は
世
界
日
報

(民
国
二
十
四
年

二
月
十

1
日

十
二
日
'
十
三
日
'
十
四
日
'
十
五
日
'
十
六
日
)
紙
上
に
掲
げ
ら
れ

i
i
る

｢
拳
人
訪
問
記
｣
陶
希
聖
の
僚
及
び
東
亜
経
済
研
究
第
十
七
巻
第

】
鍵
'
光
輝
秀
夫
氏
課
｢
支
那
商
人
資
本
及
地
主
と
農
民
｣
歴
史
撃
研
究

第

一
巻
第
二
班
'
鈴
木
俊
氏

｢
陶
希
丑
と
中
城
思
想
史
｣
並
び
に
浦
蒙

第
十
八
巻
第

1
班
'
橋
川
時
雄
氏

｢
支
那
単
身
の
趨
勢
と
北
平
文
化
の

崩
壊
｣
に
於
け
る
陶
氏
略
侍
を
参
照
せ
り
O
叉
論
文
索
引
も
作
成
す
る

に
際
し
て
も
主
要
な
る
著
作
の
手
許
に
な
き
た
め
之
を
検
索
す
る
能
は

す
不
備
の
鮎
多
々
あ
り
O
大
方
の
御
教
示
を
希
ふ
次
第
な
り
】
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